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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 7,913 △0.3 △65 － △53 － 87 －

2025年３月期中間期 7,938 △4.8 △22 － △2 － △4 －

（注）包括利益 2026年３月期中間期 △24百万円（－％） 2025年３月期中間期 △13百万円（－％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 12.04 －

2025年３月期中間期 △0.68 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 12,204 2,796 22.9

2025年３月期 12,410 2,820 22.7

（参考）自己資本 2026年３月期中間期 2,796百万円 2025年３月期 2,820百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2026年３月期 － 0.00

2026年３月期（予想） － 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,500 △0.6 30 △75.7 60 △64.4 120 △32.5 16.48

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）



（１）当中間期における連結範囲の重要な変更： 無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                    ： 無

③  会計上の見積りの変更                      ： 無

④  修正再表示                                ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期中間期 7,400,000株 2025年３月期 7,400,000株

②  期末自己株式数 2026年３月期中間期 116,606株 2025年３月期 116,606株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 7,283,394株 2025年３月期中間期 7,283,394株

※  注記事項

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の条件に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績

予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項につきましては、添付資料２ページ「１．経営成

績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

  決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しております。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間における我が国経済は、雇用や所得環境の改善が進む一方で、地政学的リスクの長期化、米国

の通商政策や為替変動、金利・物価の上昇などの影響により、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループを取り巻く事業環境は、動画や音楽配信、スマートフォン等による時間消費の多様化の影響を受ける

とともに、人件費や非現金決済手数料など、各種コスト負担が増加しております。このような経営環境のもと、当社

グループは新本と古本を併売するハイブリッド型書店を核として、顧客ニーズにあわせて様々な販売・サービス部門

を展開するとともに、スマート無人営業やスマートフォン活用サービスを提供する「スマート・ブックバラエティス

トア」業態の展開を進めております。

当中間連結会計期間においては、７月に中古ホビーを扱う駿河屋津白塚店（三重県津市）をオープンし、駿河屋導

入店舗は６店舗となりました。プラモデル売場の導入を５店舗で実施し、プラモデル導入店舗は40店舗となりまし

た。

オペレーション面では、顔認証入店による「スマート無人営業」の導入を推進しました。「スマート無人営業」を

含む２４時間営業を２店舗で、自動閉店や自動開店による営業時間延長を７店舗で開始し、スマート無人営業店舗は

23店舗となりました。また、スマート無人営業導入店16店舗にて、有人営業時間の一部を無人営業時間に置き換えま

した。

主要な部門の売上高は、書店部門40億７百万円、トレカ部門10億89百万円、文具・雑貨・食品部門７億33百万円、

セルＡＶ部門２億49百万円、古本部門２億45百万円、ＴＶゲーム部門１億66百万円、レンタル部門３億79百万円、新

規事業部門８億62百万円、サービス販売部門１億79百万円となりました。

増収部門としては、トレカ部門が16.5％増、文具・雑貨・食品部門が2.7％増、新規事業部門が47.3％増、サービ

ス販売部門が12.0％増となりました。

減収部門としては、書店部門が8.6％減、セルＡＶ部門が10.5％減、古本部門が9.3％減、ＴＶゲーム部門が7.3％

減、レンタル部門が11.8％減となるなど、大変厳しい状況となりました。

以上の結果、当中間連結会計期間の業績は、売上高79億13百万円（前年同期比0.3％減）、営業損失65百万円（前

年同期は営業損失22百万円）、経常損失53百万円（前年同期は経常損失２百万円）となり、投資有価証券売却益を計

上したことなどから、親会社株主に帰属する中間純利益は87百万円（前年同期は親会社株主に帰属する中間純損失４

百万円）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

当中間連結会計期間末における総資産は122億４百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億５百万円減少いたし

ました。これは、商品が増加した一方で現金及び預金が減少したことなどにより流動資産が57百万円減少したこと、

投資有価証券の売却などにより固定資産が１億48百万円減少したことによるものであります。

負債につきましては94億８百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億81百万円減少いたしました。これは、買掛

金や電子記録債務の減少などにより流動負債が１億33百万円減少したこと、長期借入金の返済などにより固定負債が

47百万円減少したことによるものであります。

純資産につきましては27億96百万円となり、前連結会計年度末に比べ24百万円減少いたしました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2025年５月13日の「2025年３月期　決算短信」で公表いたしました通期の連結業績

予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,365,078 2,069,851

売掛金 467,014 415,423

商品 5,436,907 5,674,927

その他 205,199 256,995

流動資産合計 8,474,200 8,417,198

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 318,005 306,052

土地 2,082,910 2,082,910

その他（純額） 156,704 220,712

有形固定資産合計 2,557,620 2,609,674

無形固定資産 86,245 83,664

投資その他の資産 1,291,957 1,094,245

固定資産合計 3,935,823 3,787,584

資産合計 12,410,023 12,204,783

負債の部

流動負債

買掛金 5,192,097 5,034,161

電子記録債務 139,067 124,851

短期借入金 190,000 190,000

１年内返済予定の長期借入金 516,410 563,568

未払法人税等 9,107 4,093

契約負債 37,236 40,814

賞与引当金 41,976 42,167

ポイント引当金 10,163 11,598

資産除去債務 15,450 15,450

その他 374,086 365,572

流動負債合計 6,525,595 6,392,276

固定負債

長期借入金 2,022,264 1,988,236

退職給付に係る負債 252,651 257,333

資産除去債務 632,416 635,534

繰延税金負債 31,090 10,552

その他 125,133 124,174

固定負債合計 3,063,556 3,015,831

負債合計 9,589,151 9,408,108

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 2,441,421 2,441,421

利益剰余金 158,327 246,027

自己株式 △100,520 △100,520

株主資本合計 2,599,229 2,686,929

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 175,075 67,387

退職給付に係る調整累計額 46,262 42,358

その他の包括利益累計額合計 221,338 109,745

非支配株主持分 303 －

純資産合計 2,820,871 2,796,675

負債純資産合計 12,410,023 12,204,783
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     （単位：千円）

     

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

売上高 7,938,414 7,913,154

売上原価 5,368,184 5,304,553

売上総利益 2,570,230 2,608,600

販売費及び一般管理費 2,592,434 2,674,185

営業損失（△） △22,204 △65,585

営業外収益

受取利息 411 779

受取配当金 4,396 2,109

リサイクル収入 7,613 4,880

その他 17,380 17,514

営業外収益合計 29,802 25,283

営業外費用

支払利息 9,868 12,680

その他 553 395

営業外費用合計 10,422 13,075

経常損失（△） △2,824 △53,377

特別利益

固定資産売却益 400 －

投資有価証券売却益 2,166 180,976

特別利益合計 2,566 180,976

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損

失（△）
△257 127,598

法人税、住民税及び事業税 4,697 4,489

法人税等調整額 － 35,711

法人税等合計 4,697 40,201

中間純利益又は中間純損失（△） △4,955 87,396

非支配株主に帰属する中間純損失（△） － △303

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株主に

帰属する中間純損失（△）
△4,955 87,700

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

     

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

中間純利益又は中間純損失（△） △4,955 87,396

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,688 △107,688

退職給付に係る調整額 △5,826 △3,904

その他の包括利益合計 △8,515 △111,592

中間包括利益 △13,470 △24,196

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △13,470 △23,892

非支配株主に係る中間包括利益 － △303

（中間連結包括利益計算書）
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ  前中間連結会計期間（自  2024年４月１日  至  2024年９月30日）

当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

Ⅱ  当中間連結会計期間（自  2025年４月１日  至  2025年９月30日）

当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2025年９月30日）

当社は、2024年６月25日開催の第47回定時株主総会の決議により、2024年６月25日付で、会社法第452条の規定

に基づき、その他資本剰余金583,741千円を減少し、同額を繰越利益剰余金に振り替え、欠損填補を行いました。

なお、株主資本の合計金額には、著しい変動はありません。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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